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「爾等敵を愛し、何をも望

まずして善を行い、又借し

與
あた

えよ、 則
すなわち

爾等の賞
むくい

は多

からん、爾等至上者の子と

為らん、蓋彼は恩に負
そむ

く者

及び悪しき者に慈愛を施

す。」（ルカ 6:35） 

 

私
た
ち
は
神
を
信
じ
て
い
る
。
故
に
私

た
ち
信
者
に
と
っ
て
の
「
真
善
美
」
と
は
、

究
極
的
に
は
神
を
意
味
す
る
。
極
論
す
れ

ば
、
始
ま
り
の
あ
る
被
造
物
た
る
人
間
の

中
に
、
そ
れ
ら
を
測
る
物
差
し
は
な
い
。
永

久
に
存
在
し
て
お
ら
れ
る
創
造
主
た
る
神

こ
そ
が
、
真
で
あ
り
善
で
あ
り
美
で
あ
る
。

故
に
私
た
ち
信
者
は
、
神
を
目
指
し
、
神
に

似
る
こ
と
を
目
標
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
の
目
指
す
べ
き
神

と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
お
方
で
あ
ろ
う

か
。
聖
使
徒
イ
オ
ア
ン
は
端
的
に
こ
の
よ

う
に
言
い
表
し
た
。「
神
は
愛
な
り
」（
一
イ

オ
ア
ン
4:

16
）
と
。 

 

故
に
神
の
似
姿
と
し
て
造
ら
れ
た
人
間

は
、
本
質
的
に
「
愛
す
る
者
」
で
あ
る
。
そ 

し
て
そ
の
愛
は
、
自
然
な
、
本
能
的
な
愛
に

留
ま
ら
な
い
。 

 

例
え
ば
、
人
間
以
外
の
動
物
で
あ
っ
て

も
、
家
族
や
仲
間
の
為
に
自
ら
を
犠
牲
に

し
、
時
に
は
命
を
差
し
出
す
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
自
然
で
本
能
的
な
愛
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
ハ
リ
ス
ト
ス
は
、
ご
自

身
が
そ
う
で
あ
ら
れ
た
よ
う
に
、
敵
を
愛

し
、
敵
の
為
に
も
自
ら
の
命
を
捧
げ
よ
と

仰
っ
て
い
る
。
こ
の
教
え
は
、
罪
に
よ
り
動

物
的
な
愛
す
ら
も
歪
め
て
し
ま
っ
た
私
た

ち
人
間
に
と
っ
て
、
途
方
も
な
い
要
求
に

思
え
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
に
は
そ
れ
が
可

能
な
の
だ
。
イ
エ
ル
サ
リ
ム
の
聖
キ
リ
ー

ル
は
言
う
。「（
各
人
は
）
そ
の
行
う
こ
と
を

実
行
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
あ
な
た
は

罪
を
犯
す
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は

な
い
」
と
。 

 

動
物
と
し
て
は
不
自
然
な
愛
を
生
き
る

こ
と
。
そ
こ
に
こ
そ
本
当
の
「
人
間
ら
し

さ
」
が
あ
り
、
神
の
似
姿
と
し
て
の
尊
厳
が

あ
る
。（
L
） 

※この福音は「平地の説教」の一節で

あるが、左の聖ニコライのイコンには、

聖ニコライ祭の福音で読まれる「平地

の説教」の導入部分が書かれている。 



                       

▲感謝祈祷（モレーベン） 

▲アキラ笹川執事長の歓迎の言葉 

↓

ニ
コ
ラ
イ
高
橋
兄 

↓

イ
オ
ア
ン
高
橋
兄 

９
月
14
日
㈰
、
仙
台
教
会
で
は
70
歳
以
上
の
方
を
対
象

と
し
た
敬
老
会
と
、
８
月
に
赴
任
し
た
ル
カ
田
畑
神
父
一

家
の
歓
迎
会
が
併
せ
て
行
わ
れ
た
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
婦
人

会
が
準
備
し
た
炊
き
込
み
ご
飯
と
オ
ー
ド
ブ
ル
、
そ
し
て

美
味
し
い
お
酒
が
並
び
、
ニ
コ
ラ
イ
本
多
兄
司
会
の
も
と
、

ア
キ
ラ
笹
川
執
事
長
よ
り
歓
迎
の
言
葉
、
ニ
コ
ラ
イ
高
橋

兄
の
詩
吟
（
林
子
平
「
い
ろ
は
う
た
」）、
イ
オ
ア
ン
高
橋
兄

の
マ
ジ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
、
そ
し
て
ニ
コ
ラ
イ
山
田
兄
の
ギ
タ

ー
に
合
わ
せ
て
聖
歌
隊
と
共
に
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」
等
を

合
唱
し
、、
終
始
和
や
か
で
楽
し
い
会
と
な
っ
た
。
ま
た
田

畑
神
父
よ
り
、「
仙
台
に
骨
を
埋
め
る
つ
も
り
で
皆
さ
ん
と

共
に
歩
み
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

↓

ニ
コ
ラ
イ
山
田
兄
と 

聖
歌
隊 
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白
河
正
教
会
だ
よ
り 

巡
回 

 

９
月
６
日
㈯
か
ら
７
日
㈰
に
か
け
て
、

田
畑
神
父
に
よ
る
１
回
目
の
巡
回
が
あ

り
、
徹
夜
祷
と
聖
体
礼
儀
が
行
わ
れ
た
。 

 

ま
た
聖
体
礼
儀
後
に
は
田
畑
神
父
の
歓

迎
会
が
開
か
れ
、
お
弁
当
を
頂
き
な
が
ら

互
い
に
自
己
紹
介
を
し
、
今
後
の
活
動
に

向
け
て
意
見
を
交
わ
し
た
。
食
後
に
は
梨

と
、
イ
オ
ア
ン
大
寺
兄
作
の
パ
ン
プ
キ
ン

ケ
ー
キ
を
頂
い
た
。
と
て
も
美
味
で
し

た
！ 

 

聖
堂
修
復
進
捗
状
況 

外
壁
の
化
粧
直
し
が
進
む
聖
堂
は
、
８

月
い
っ
ぱ
い
で
聖
堂
を
覆
う
シ
ー
ト
が
取

れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
た
な
修
繕
箇

所
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
先
送
り
と
な
っ

た
。
９
月
下
旬
に
は
美
し
い
姿
を
見
せ
て

く
れ
る
予
定
。 

中
新
田
正
教
会
だ
よ
り 

巡
回 

 

８
月
30
日
㈯
と
31
日
㈰
に
田
畑
神
父
に
よ

る
初
の
巡
回
が
あ
り
、
晩
課
と
聖
体
礼
儀
、
そ

し
て
新
果
新
蔬
の
成
聖
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
聖

体
礼
儀
後
に
は
神
父
の
歓
迎
会
が
開
か
れ
、
昼

食
を
頂
き
な
が
ら
互
い
に
自
己
紹
介
を
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
中
新
田
が
懇
親
会
の
担
当
で
あ

る
た
め
、
歓
迎
会
後
に
は
セ
ル
ギ
イ
渡
邊
執
事

長
と
神
父
と
で
候
補
地
の
下
見
へ
行
っ
た
。 

 

代
式
祈
祷
と
奉
仕
作
業 

 
９
月
14
日
㈰
代
式
祈
祷
後
に
、
境
内
の
生

垣
の
剪
定
を
行
っ
た
。 

 

執
事
会 

 

９
月
10
日
㈬
に
神
父
と
執
事
、
そ
し
て
数

名
の
班
長
に
よ
る
会
合
が
持
た
れ
、
懇
親
会
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
そ
の

結
論
を
受
け
て
執
事
会
後
に
神
父
と
執
事
長

夫
妻
と
で
前
回
と
は
別
の
候
補
地
を
下
見
し
、

懇
親
会
の
目
処
を
立
て
た
。 

消 
 

息 

永
眠 

 

八
月
三
十
日 

【
仙
台
教
会
】 

 

ナ
タ
リ
ヤ 

勝
又
禮
子 

姉
（
99
歳
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
遠
の
記
憶 

  

九
月
二
日 

【
仙
台
教
会
】 

 

ア
ン
ナ 

櫻
井
恵
美
子 

姉
（
93
歳
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
遠
の
記
憶 

神
父
歓
迎
の
垂
れ
幕 

敬
老
会
と
歓
迎
会
の
際
に
イ
オ
ア
ン
高
橋

兄
が
マ
ジ
ッ
ク
で
披
露
し
て
下
さ
っ
た
垂
れ

幕
が
１
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
の
掲
示
板
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
会
に
お
越
し
の
際
は

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！ 
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献 

金 

報 

告 
(8.18

～9.16) 

○
聖
堂
内
献
金 

五
万
七
千
四
百
七
十
三
円 

○
感
謝
献
金 

八
千
円 

山
田
教
会
訪
問
旅
行
参
加
者 

五
千
円 

熊
谷
経
光 

三
千
円 

服
部
幸
枝
、
太
田
ち
え
子 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

五
千
円 

村
井
恵
子 

三
千
円 

山
中
由
美
、
山
中
歌
子
、
田
畑
つ
ば 

さ 

二
千
円 

鈴
木
美
千
代
、
服
部
幸
枝 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

一
万
円 

菅
原
き
み
子 

五
千
円 
木
村
良
治
、
早
坂
盤 

三
千
円 
澤
邉
洋
子
、
山
本
理
惠
子
、
大
立
目 

潤
子
、
千
葉
弘
樹
、
笹
川
皓 

二
千
円 

服
部
幸
枝 

千
円 

 

佐
々
木
隆
、
山
中
由
美 

○
会
報
感
謝
献
金 

五
千
円 

千
葉
丈[

気
仙
沼]

、
川
股
洋
一
郎 

[

金
成] 

９
月
18
日
㈭
午
後
１
時
よ
り
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
の
宣
教
会
議
が
開
催
さ
れ
、
仙
台
管
轄
区

か
ら
は
司
祭
と
仙
台
教
会
の
ウ
ェ
ラ
山
中
姉

が
出
席
し
た
。 

会
議
で
は
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
今
年
度
の
活

動
に
つ
い
て
、
既
に
行
わ
れ
た
教
会
学
校
夏

季
修
養
会
と
宣
教
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
振
り
返
り

や
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
誦
経
奉
仕
者
研
修

会
、
聖
歌
研
修
会
、
信
徒
懇
親
会
の
経
過
報
告

や
進
め
方
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
た

宗
務
局
長
の
マ
ル
コ
小
池
長
司
祭
よ
り
、
東

京
の
ニ
コ
ラ
イ
会
館
改
築
の
進
捗
状
況
等
に

つ
い
て
報
告
が 

○
埋
葬
献
金 

三
十
万
円 

勝
又
稚
佳
子(

勝
又
禮
子
姉) 

五
万
円 

大
津
真
樹
子(

櫻
井
恵
美
子
姉) 

○
納
骨
献
金 

三
万
円 

田
野
崎
憲
子(

熊
谷
道
子
姉) 

○
敬
老
感
謝
献
金 

五
千
円 

高
橋
文
彦
、
八
文
字
積
子
、
村
井
恵 

子
、
永
元
道
子
、
熊
谷
経
光
、
小
原 

淑
子
、
千
葉
温
、
早
坂
盤
、
笹
川
皓 

三
千
円 

高
橋
英
俊
、
高
橋
哲
郎
、
岡
多
喜 

子
、
高
橋
紀
武
、
大
立
目
謙
直
、
西 

海
枝
康
子 

二
千
円 

高
橋
秋
子
、
服
部
幸
枝 

千
円 

 

高
橋
ゆ
り 

※
敬
称
略 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

宣 

教 

会 

議 
あ
っ
た
。
ニ
コ

ラ
イ
会
館
は

２
０
２
６
年

３
月
に
取
り

壊
し
開
始
、
２

０
２
７
年
９

月
竣
工
予
定
。 

９

月

21

日

㈰
に
仙
台
教
会

に
て
教
会
暦
の

最
初
の
大
祭
で

あ
る
生
神
女
誕

生
祭
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。 

生
神
女
誕
生
祭 
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10
月
18
日
㈯
午
後
１
時
よ
り
、
仙
台
教
会
を
会

場
に
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
聖
歌
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
講
師
は
長
司
祭
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
師
。
テ
ー
マ
は

「
バ
ラ
ン
ス
」
で
す
。
奉
神
礼
は
み
ん
な
で
捧
げ
る

も
の
。
み
ん
な
で
捧
げ
る
た
め
に
は
調
和
が
必
要
。

調
和
の
た
め
に
は
各
自
が
バ
ラ
ン
ス
を
心
掛
け
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

・
日
時 

10
月
18
日
㈯
午
後
１
時
～
３
時
半 

・
持
ち
物 

筆
記
用
具
、
楽
譜
（
お
持
ち
の
場
合
） 

・
参
加
費 

無
料 

・
申
込
締
切 

10
月
12
日
（
教
会
ご
と
に
取
り
ま 

と
め
て
管
轄
司
祭
ま
で
） 

 

今
年
も
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
信
徒
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
担
当
は
中
新
田
教
会
。
旧
鳴

瀬
小
学
校
を
改
修
し
た
宿
泊
施
設
「
中
新
田
交

流
セ
ン
タ
ー
」
に
１
泊
し
（
大
浴
場
あ
り
）、
二

日
目
に
は
聖
堂
を
見
学
し
た
後
、
切
込
焼
き
発

祥
の
地
で
あ
る
加
美
町
宮
崎
の
「
陶
芸
の
里
」

に
移
動
し
て
陶
芸
体
験
を
し
ま
す
。
陶
芸
の
後

は
昼
食
を
食
べ
て
解
散
と
な
り
ま
す
が
、
温
泉

の
チ
ケ
ッ
ト
が
付
き
ま
す
の
で
散
会
後
に
疲

れ
を
流
し
て
お
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
！ 

 
・
日
時 

11
月
23
日
㈰‐

24
日
㈪
（
振
休
） 

・
受
付 
23
日
午
後
４
時
～ 

（
午
後
６
時
半
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
） 

・
解
散 

24
日
午
後
１
時
半 

・
参
加
費 

一
万
五
千
円 

・
申
込
締
切 

10
月
20
日
（
教
会
ご
と
に
取

り
ま
と
め
て
管
轄
司
祭
ま
で
） 

※
バ
ス
タ
オ
ル
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

北
海
道
で
今
年
初
め
て
開
催
さ
れ
る

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
信
徒
懇
親
会
の
目
玉

行
事
と
し
て
、
仙
台
教
会
聖
歌
隊
指
揮

者
マ
ト
フ
ェ
イ
土
田
兄
の
ピ
ア
ノ
演
奏

と
講
話
が
「
信
仰
と
音
楽 

バ
ッ
ハ
と

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
名
曲
を
と
お
し
て
」

と
題
し
て
催
さ
れ
ま
す
。
国
も
時
代
も

異
な
る
二
人
の
作
曲
家
が
深
い
信
仰
を

も
っ
て
表
現
し
た
曲
の
演
奏
を
通
し

て
、
信
仰
と
音
楽
の
神
髄
を
解
き
明
か

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

マ
ト
フ
ェ
イ
土
田
兄
の
ピ
ア
ノ

演
奏
と
講
話
（
北
海
道
） 

日
時
：
11
月
24
日
（
月
・
祝
） 

 
 
 

10
時
30
分 

場
所
：
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

入
場
料
：
無
料 
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聖名日 聖   名  氏    名（敬称略） 

10/5 イオナ（聖預言者） 伊藤治男、小松貢平 

10/8 セルギイ（ラドネジの奇蹟者） 鈴木桂一郎、高橋清太、ｺﾏﾛﾌ･ｾﾙｷﾞｲ、

高橋章紘、山田瑞樹、山田廣志 

10/9 イオアン（聖使徒福音者神学者） 加藤 進、木村茂樹、木村秀一、 

小堀敬大、菅原伸幸、鈴木貴之、 

高橋紀武、板橋宏治、早坂 盤、 

早坂恒輝、吉田光一、若松勝三、 

恩田 修 

10/13 ミハイル（キエフの府主教） 桜井正紀 

10/14 ロマン（コンスタンチノープルの聖

歌者） 

小松民雄、猪股弘平、金子論満、 

本間俊平 

10/18 

 

ハリティナ（ポントの聖致命女） 早坂佐和子 

10/22 アンドロニク（エジプトの克肖者） 本間金吾 

10/24 ジナイダ（聖致命女） 渡辺静江 

10/31 ハリサ（マグレンスカヤの聖大致命

女） 

土田宇快 

10/31 ルカ（聖使徒福音者） 沢辺康夫、高橋克拓、中川国利、 

平塚 裕、田畑隆平神父 

10月聖名日 

モレーベンのご案内 
10月 19日㈰聖体礼儀後 

10 月の聖名日モレーベンに

該当する方々です。ぜひご参

祷ください。 ▲聖ハリサ/ズラータ ▲聖使徒イオアン 
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執 

事 

会 

報 

告 
日
時
：
令
和
７
年
９
月
２
日 

午
後
２
時
～
３
時
半 

場
所
：
３
階
会
議
室 

 

一
、
報
告
事
項 

・
８
／
10 

水
口
師
送
別
会 

・
８
／
14 

盛
教
会
納
涼
会
／
東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

宣
教
キ
ャ
ラ
バ
ン 

・
８
／
19 

水
口
神
父
退
去 

・
８
／
21 

田
畑
神
父
入
居 

・
８
／
30 

ナ
タ
リ
ヤ
勝
又
禮
子
姉(

99)
永
眠 

・
９
／
２ 

ア
ン
ナ
櫻
井
恵
美
子
姉(

93)

永
眠 

・
代
表
役
員
登
記
変
更
（
９
／
１
届
出
済
み
） 

・
会
計
報
告 

 

収
益 

ピ
ア
ノ
調
律
２
台
を
予
定
（
計
２
万
５ 

千
円
） 

 

二
、
協
議
事
項 

⑴
聖
堂
亀
裂
修
復
の
件
（
南
北
２
箇
所
） 

ル
カ
平
塚
兄
よ
り
鹿
島
の
見
積
額
は
妥
当
で
あ
る

旨
の
報
告
。
ま
た
北
側
の
亀
裂
は
見
た
目
の
み
の

問
題
で
あ
る
が
南
側
の
亀
裂
は
中
の
鉄
筋
の
悪
化

が
見
て
取
れ
る
為
、
２
～
３
年
以
内
の
修
繕
が
必 

要
（
雨
水
等
で
悪
化
す
る
）。
次
回
ま
で
に
南
側

の
み
修
繕
の
見
積
り
を
取
る
。 

⑵
擁
壁
塗
装
の
件 

発
端
は
隣
の
ビ
ル
工
事
に
よ
る
擁
壁
の
損
傷

と
修
繕
（
完
了
済
）
で
あ
り
、
自
発
的
な
問
題
提

起
で
は
な
く
、
ま
た
優
先
事
項
は
⑴
で
あ
る
為
、

早
急
の
決
断
は
不
要
。 

⑶
敬
老
会 

ク
オ
カ
ー
ド
を
新
た
に
50
枚
購
入
し
、
当
日

参
祷
し
た
70
歳
以
上
の
方
全
員
に
贈
呈
す
る
。

聖
体
礼
儀
の
み
参
祷
の
方
を
考
慮
し
十
字
架
接

吻
時
に
渡
す
。 

⑷
ミ
ニ
バ
ザ
ー
準
備
委
員
会 

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
残
品
確
認
の
日
程
を

調
整
す
る
。 

 

三
、
そ
の
他 

・
た
と
え
家
族
葬
で
の
埋
葬
式
の
依
頼
で
あ
っ

て
も
、
遺
族
が
辞
退
さ
れ
な
い
限
り
、
聖
歌
隊
に

聖
歌
の
奉
仕
を
依
頼
す
る
。 

・
９
／
28
㈰
は
十
字
架
挙
栄
祭
の
祭
期
で
あ
る

為
、
十
字
架
を
飾
る
花
を
用
意
す
る
。 

婦
人
会
を

中
心
と
し
た

仙
台
教
会
有

志
８
名
が
岩

手
県
の
山
田

教
会
を
訪
問

し
ま
し
た
。
旅

行
記
は
次
号

に
掲
載
予
定

で
す
。 

皆
を
乗
せ
て
旅

立
つ
10
人
乗
り

の
ハ
イ
エ
ー
ス 

白
河
教
会
一
般
公
開 

 

11
月
１
日
㈯
か
ら
３
日
㈪(

文
化

の
日)

に
か
け
て
、
外
壁
の
修
繕
を
終

え
た
白
河
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
（
生
神

女
進
堂
聖
堂
）
が
一
般
公
開
さ
れ
ま

す
。
２
日
㈰
に
は
聖
体
礼
儀
が
あ
り
、

３
日
㈪
に
は
イ
オ
ア
ン
大
寺
執
事
長

の
解
説
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
就
寝
聖
像
も
公
開
さ
れ
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 
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10
月
の
行
事
・
奉
事
予
定 

○
仙
台
教
会 

4
日
㈯ 
徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

第
８
調 

5
日
㈰ 

第
17
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

 
 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
後
6:

16-

7:

1 

 
 
 

福
音 

ル
カ
5
：
1-

11 

 
 

 

◆
聖
堂
清
掃
奉
仕
の
日 

7
日
㈫ 

定
例
執
事
会
（
14
時
） 

11
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
１
調
（
17
時
） 

12
日
㈰ 

第
18
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
後
9:

6-

11 

 
 
 

福
音 

ル
カ
6
：
31-

36 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

14
日
㈫ 

生
神
女
庇
護
祭 

（
聖
体
礼
儀
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

18
日
㈯ 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
聖
歌
研
修
会
（
13
時
） 

会
場
：
仙
台
教
会
会
館
４
階 

18
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
２
調
（
17
時
） 

19
日
㈰ 

第
19
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
後
11
：
31-

12:

9 

福
音 

ル
カ
7
：
11-

16 

 
 

 

◎
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

25
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
３
調
（
17
時
） 

26
日
㈰ 

第
20
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 

書
札 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ
1:

11-

19 

 
 
 

福
音 

ル
カ
8:

5-

15 

○
中
新
田
教
会 

12
日
㈰ 

第
18
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

24
日
㈮ 

主
日
徹
夜
祷 

第
３
調
（
17
時
） 

25
日
㈯ 

第
20
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

◆
収
穫
祭 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

○
白
河
教
会 

3
日
㈮ 
教
会
清
掃
（
9
時
半
） 

4
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
８
調
（
18
時
） 

5
日
㈰ 

第
17
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 

■
秋
の
総
パ
ニ
ヒ
ダ 

19
日
㈰ 

第
19
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

10月の予定 

【代式祈祷】5㈰ 

【聖堂清掃奉仕】5㈰ 

【月例パニヒダ】12㈰ 

【聖歌研修会】18㈯ 

【聖名祭感謝祈祷】19㈰ 

【聖歌隊】5㈰[発声]13時半 

     12㈰、19㈰、26㈰ 

聖体礼儀日程の変更（11月） 

信徒懇親会の開催に伴い、11月は以下のように

聖体礼儀の日程が変わります。ご注意ください。 

・11月 22日㈯－23日㈰ 

 中新田教会にて晩課と聖体礼儀。 

※仙台教会での奉神礼はありません 

・11月 30日㈯－31日㈰ 

 仙台教会にて徹夜祷と聖体礼儀。 
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